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統
一
地
方
選
挙
が
目
前
に
迫
っ
て
き
た
。
統
一
と
い
っ
て
も
全
国
自
治
体
の

中
の
約
3
割
し
か
選
挙
が
実
施
さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
東
京
は
じ
め
、
13
の
知

事
、
4
つ
の
政
令
都
市
の
市
長
、
44
の
道
府
県
会
議
員
、
14
の
政
令
都
市
市
会

議
員
が
選
挙
の
洗
礼
を
受
け
る
。
地
方
の
格
差
、
年
金
、
福
祉
な
ど
な
ど
、
身

近
な
問
題
に
有
権
者
が
ど
ん
な
審
判
を
下
す
の
か
。
安
倍
内
閣
の
下
で
の
初
め

て
の
本
格
的
な
選
挙
で
あ
り
、
夏
の
参
議
院
選
挙
を
占
う
意
味
で
、
勝
敗
の
結

果
が
非
常
に
注
目
さ
れ
る
。

京
都
で
は
京
都
府
会
議
員
、
京
都
市
会
議
員
が
3
月
30
日
に
告
示
、
4
月
8

日
に
投
票
・
開
票
が
行
な
わ
れ
る
。
各
陣
営
と
も
最
後
の
準
備
に
入
っ
て
い
る
。

自
民
党
で
は
、
か
つ
て
蜷
川
共
産
府
政
時
代
に
活
躍
し
た
多
く
の
有
力
な
ベ
テ

ラ
ン
議
員
が
勇
退
、
代
わ
っ
て
二
十
、三
十
代
の
若
い
世
代
が
い
っ
せ
い
に
出

馬
の
構
え
を
見
せ
て
い
る
。
京
都
政
界
に
と
っ
て
、今
回
の
選
挙
は
世
代
交
代
、

新
旧
交
代
の
大
き
な
節
目
で
も
あ
り
、
新
し
い
時
代
を
担
う
政
治
家
が
輩
出
す

る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。

合
の
良
い
質
問
を
し
て
、
そ
の
見
返
り
に
金
を
受

け
取
る
。
職
務
権
限
を
使
っ
て
入
札
に
便
宜
を

図
っ
て
謝
礼
を
貰
う
。
つ
ま
り
不
正
な
政
治
献
金

が
発
覚
し
、
政
治
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
発
展
し
た
。

★
と
こ
ろ
が
今
回
の
政
治
管
理
団
体
に
よ
る
多
額

の
事
務
所
費
の
計
上
は
法
律
に
違
反
は
し
て
い
な

い
が
、
事
実
と
違
う
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
家
賃
、
光
熱
費
が
要

ら
な
い
衆
参
議
員
会
館
に
お
い
て
、
あ
る
政
治
資

金
管
理
団
体
の
事
務
所
費
に
ど
う
し
て
数
千
万
も

の
大
金
が
必
要
な
の
か
。
世
間
や
マ
ス
コ
ミ
は
そ

れ
を
批
判
し
て
い
る
。

★
規
正
法
で
は
経
常
経
費
の
中
で
、
事
務
所
の
維

持
に
通
常
必
要
と
さ
れ
る
も
の
は
事
務
所
費
と
し

て
支
出
し
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
香
典
、

結
婚
の
お
祝
い
、
会
合
の
会
費
な
ど
、
領
収
証
の

貰
え
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
事
務
所
費
に

千
万
以
上
計
上
し
て
い
る
政
治
家
は
色
々
と
多
方

面
に
金
を
使
う
必
要
が
多
く
、
そ
れ
ら
を
事
務
所

費
と
し
て
処
理
し
た
の
で
あ
ろ
う

★
政
治
資
金
が
潤
沢
に
集
ま
り
、
使
い
道
に
頭
を

悩
ま
し
、
支
出
の
記
載
を
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
は
誠
に
羨
ま
し
い
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か

し
多
く
の
政
治
家
は
政
治
資
金
も
あ
ま
り
集
ま

ら
ず
、
自
ら
の
政
治
活
動
を
維
持
す
る
だ
け
で
精

一
杯
、
ま
さ
に
青
息
吐
息
の
状
態
で
あ
る
。
世
間

一
般
と
同
様
に
政
治
家
の
中
に
も
貧
富
の
格
差
が

あ
る
。 恒 心

★
佐
田
行
革
大
臣
の
政
治
資
金
収
支

報
告
書
の
虚
偽
記
載
に
端
を
発
し
た

政
治
と
金
の
問
題
は
従
来
の
事
件
と

は
少
し
様
相
が
違
っ
て
い
る
。
政
治

家
が
請
託
を
受
け
国
会
で
業
界
に
都

京都政界の大きな転換期
若い候補者が進出、世代交代加速

京都政界の大きな転換期
若い候補者が進出、世代交代加速

安
倍
政
権
下
、
初
の
大
型
選
挙
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関
西
サ
ミ
ッ
ト
誘
致
で

与
野
党
議
員
が
結
集　

京
都
サ
ミ
ッ
ト
の
実
現
な
る
か

モ
ン
ゴ
ル
大
統
領
来
日

参
議
院
外
交
調
査
会
が

歓
迎
パ
ー
テ
ィ

挨
拶
す
る
中
山
太
郎
会
長

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
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s
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s
s
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s
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モ
ン
ゴ
ル
共
和
国
は
民
主
化
、
市
場
経
済
化
を

採
用
し
て
以
来
経
済
も
順
調
に
発
展
し
、
し
か
も

金
、
銅
、
石
炭
等
の
地
下
資
源
が
豊
富
に
埋
蔵
し

て
い
る
た
め
に
資
源
国
家
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
日
本
企
業
の
進
出
も
増
え
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル

と
い
え
ば
大
相
撲
の
横
綱
朝
青
龍
を
は
じ
め
多
く

の
力
士
の
出
身
国
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
日
本
人
に

は
ジ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
名
前
で
馴
染
み
深
い
。
モ

ン
ゴ
ル
国
民
も
日
本
を
「
最
も
親
し
み
を
感
じ
る
」

と
答
え
て
い
る
。
両
国
の
関
係
は
非
常
に
友
好
的
と

い
え
る
。
今
年
、
日
本
と
の
国
交
樹
立
35
周
年
を

迎
え
た
モ
ン
ゴ
ル
共
和
国
か
ら
エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
大
統

領
が
日
本
政
府
の
招
き
で
�
月
�6
日
に
来
日
し
た
。

翌
�7
日
午
後
、
大
統
領
夫
妻
は
参
議
院
本
会
議
場

２
０
０
８
年
に
日
本
で
開
か
れ
る
主
要
国
首
脳

会
議（
サ
ミ
ッ
ト
）の
関
西
へ
の
誘
致
に
取
り
組
ん

で
い
る
、
関
西
サ
ミ
ッ
ト
誘
致
与
党
国
会
議
員
協

議
会
が
�
月
��
日
に
参
議
院
議
員
会
館
で
開
か

れ
た
。
近
畿
が
バ
ラ
バ
ラ
で
は
他
の
地
域
に
持
っ

て
い
か
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
近
畿
は
一
つ
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
る
た
め
に
こ
の

日
は
与
党
だ
け
で
な
く
、
野
党
議
員
に
も
呼
び
か

け
た
。
ま
ず
自
民
党
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
両
院
議
員
会

会
長
で
あ
る
中
山
太
郎
氏
が
挨
拶
に
立
ち
、「
近
畿

が
バ
ラ
バ
ラ
で
は
他
の
地
域
に
持
っ
て
い
か
れ
る
」

と
強
調
し
た
。
続
い
て
大
阪
の
冬
柴
鐵
三
国
土
交

通
大
臣
は
「
近
畿
は
一
つ
と
い
う
気
持
ち
が
大
事

で
あ
る
。
近
畿
の
経
済
力
は
オ
ラ
ン
ダ
を
し
の
ぐ
」

と
述
べ
、
京
都
の
伊
吹
文
明
文
部
科
学
大
臣
は

「
日
本
の
伝
統
文
化
を
大
切
に
す
る
の
が
安
倍
内
閣

の
方
針
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
近
畿
し
か
な
い
」
と

関
西
の
優
越
性
を
力
説
し
た
。
当
初
、
優
勢
を
伝

え
ら
れ
て
い
た
関
西
で
あ
る
が
、
3
月
に
入
っ
て

北
海
道
の
動
き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

北
海
道
出
身
の
中
川
昭
一
政
調
会
長
が
北
海
道
の

洞
爺
湖
で
の
サ
ミ
ッ
ト
誘
致
を
打
ち
出
し
た
。
政

府
は
開
催
候
補
地
の
選
考
を
進
め
て
い
る
が
、
近

く
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
を
決
定
す
る
方
針
で
あ
る
。

政
府
が
ど
う
判
断
す
る
の
か
関
西
に
と
っ
て
決
し

て
楽
観
で
き
る
情
勢
で
は
な
い
よ
う
だ
。
自
民
党

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
両
院
協
議
会
で
は
101
名（
自
民
党
58

で
の
歓
迎
会
に
姿
を
見
せ
、
多
く
の
衆
参
両
議
員

の
前
で
、
モ
ン
ゴ
ル
大
統
領
と
し
て
初
の
国
会
演
説

を
行
な
っ
た
。
大
統
領
は
「
近
く
て
遠
い
国
で
あ
っ

た
モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
が
親
密
に
な
り
、
両
国
の
友
好

協
力
関
係
が
地
域
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に
一
層
拡

大
し
、
発
展
し
て
い
く
と
確
信
し
て
い
る
」
と
の
べ

た
。
3
月
�
日
に
は
参
議
院
外
交
調
査
会（
矢
野
哲

朗
会
長
）の
主
催
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
た
。

日
本
相
撲
協
会
の
北
の
潮
理
事
長
、
外
務
省
、
経

済
産
業
省
、
厚
生
労
働
省
の
各
次
官
を
は
じ
め
参

議
院
外
交
調
査
会
の
��
名
、
そ
し
て
モ
ン
ゴ
ル
共
和

国
と
関
係
の
深
い
人
達
約
100
人
が
参
加
し
た
。
矢

野
会
長
は
歓
迎
の
挨
拶
で
「
昨
年
わ
が
国
か
ら
国

会
議
員
が
83
名
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
れ
た
。
外
交
調
査

会
か
ら
も
��
名
が
訪
問
し
た
。
貴
国
の
経
済
発
展

と
国
民
の
健
康
生
活
を
考
え
る
な
ら
ば
、
わ
が
国

と
し
て
各
分
野
に
わ
た
っ
て
貢
献
で
き
る
。
両
国
の

名
・
公
明
党
�4
名
、

民
主
党
�9
名
）の

署
名
を
取
っ
て
、

「
２
０
０
８
年
サ

ミ
ッ
ト
の
関
西
誘

致
に
関
す
る
決
議
」

を
採
択
し
、
中
山

太
郎
会
長
以
下
、

役
員
が
決
議
文
を

持
っ
て
、
塩
崎
恭

久
内
閣
官
房
長

官
に
関
西
サ
ミ
ッ

ト
誘
致
の
決
議
の

申
し
入
れ
を
行
っ

た
。

両国の友好関係を誓う　　　　
　　　　二ノ湯議員と大統領

会員募集のお願い

〒6�6-8�67�京都市右京区太秦多薮町44-�
（太秦・大映通り）

二ノ湯しんじ事務所

皆様の温かいご協力のお
蔭で、多くの方々が入会し
て下さいました。後援会活
動もいよいよ最後の段階で
す。あと一押し、後援会の
輪を広めて下さい。

TEL 075-862-1355　FAX 075-862-1350

ル
ー
ツ
は
一
つ
と
思
う
。
貴
国
の
発
展
は
日
本
の
喜

び
で
も
あ
る
。」
と
述
べ
、
続
い
て
エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
大

統
領
が
「
両
国
は
長
い
歴
史
を
持
っ
た
関
係
で
す
。

両
国
の
関
係
は
益
々
発
展
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

政
治
、
経
済
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
関
係
が

深
ま
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
た
。
パ
ー

テ
ィ
は
終
始
和
や
か
に
進
み
、
大
統
領
夫
妻
も
最
後

ま
で
出
席
者
と
懇
談
、
実
り
多
い
会
で
あ
っ
た
。

二ノ湯しんじ事務所出陣式のお知らせ
二ノ湯しんじ事務所では下記の通り出陣式を行いますので、
ご連絡いたします。

☆と き　3月30日㈮　午前9時
☆ところ　二ノ湯しんじ事務所（太秦大映通り）
☆電 話　075-862-1355
☆F A X　075-862-1350

※なお、駐車場がございませんので公共輸送機関をご利用ください。
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参
議
院
二
十
日
会

十
日
町
雪
ま
つ
り
見
学

会
長
に
谷
垣
氏
、
事
務
局
次
長
に
二
ノ
湯
氏

挨拶する新会長に就任した谷垣氏

雪
ま
つ
り
と
言
え
ば
札
幌
が
大
変
有
名
で
あ
る

が
、
発
祥
の
地
は
新
潟
県
の
十
日
町
で
あ
る
。
昭

和
�5
年
に
発
足
し
た
雪
ま
つ
り
は
今
年
で
58
回
目

を
数
え
る
。
十
日
町
は
上
越
新
幹
線
の
越
後
湯
沢

駅
か
ら
車
で
約
40
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
�
月
�7

～
�8
日
、
平
成
�7
年
夏
に
当
選
し
た
自
民
党
参
議

院
議
員
の
同
期
生
の
集
ま
り
で
あ
る
「
二
十
日
会
」

の
一
行
��
名
が
十
日
町
を
訪
れ
た
。
一
行
は
ラ
ポ
ー

ル
十
日
町
で
開
か
れ
た
市
主
催
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
臨
ん
だ
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
十
日
町
と
姉
妹
都

市
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
の
市
長
夫
妻
を
は
じ

め
、
約
200
人
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
昨

年
こ
の
地
方
は
豪
雪
に
泣
き
、
今
年
は
記
録
的
な

少
雪
と
二
年
続
き
の
異
常
気
象
。「
雪
ま
つ
り
」
の

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
地
元
の
雪
ま
つ
り
実
行

委
員
会
の
強
い
熱
意
で
ダ
ン
プ
カ
ー
千
台
分
の
雪

を
確
保
し
て
な
ん
と
か
雪
像
が
完
成
し
た
。
市
内

の
各
会
場
に
展
示
さ
れ
た
65
個
の
雪
の
芸
術
作
品

は
、
か
き
集
め
た
雪
の
た
め
に
泥
が
混
じ
っ
て
お

り
、
純
白
の
雪
像
と
は
ほ
ど
遠
く
、
泥
ま
み
れ
の

像
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
多
く
の
観
光
客
が
見
学
に

訪
れ
て
お
り
、
地
元
の
方
々
も
雪
ま
つ
り
の
成
功
の

た
め
に
総
出
で
観
光
客
を
親
切
に
も
て
な
し
、
非

常
に
温
か
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
ど
の
町
も
地
域
の

し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
の
が
事
実
で
あ
る
。

こ
の
学
研
都
市
建
設
の
早
期
実
現
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
関
西

文
化
学
術
研
究
都
市
建
設
促
進
議
員
連
盟
」
は
二

代
目
会
長
の
奥
野
誠
亮
氏
が
政
界
を
引
退
し
た
た

め
に
空
席
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
、
新
し
い

会
長
を
選
任
し
て
学
研
都
市
の
建
設
促
進
を
図
る

べ
き
だ
と
の
声
が
挙
が
り
、
�
月
9
日
、
議
連
の

総
会
を
開
き
、
新
会
長
に
谷
垣
禎
一
氏
を
選
任
、

幹
事
長
に
北
川
知
克
氏
、
事
務
局
長
に
奥
野
信
亮

氏
、
事
務
局
次
長
に
北
川
イ
ッ
セ
イ
氏
、
二
ノ
湯

智
氏
が
会
長
よ
り
指
名
さ
れ
た
。
新
し
く
会
長
に

選
ば
れ
た
谷
垣
氏
は
「
学
研
都
市
は
関
西
の
古
い

歴
史
と
文
化
を
生
か
し
て
技
術
革
新
を
進
め
て
き

た
が
、
ま
だ
ま
だ
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
技
術
の
成
果
を
地
元
の
関
西
地
域
と
日
本
の

技
術
革
新
に
つ
な
げ
て
生
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

政
治
家
を
志
す
人
は
、
信
念
を
貫
く
強
い
意
思

を
持
ち
、
有
権
者
に
自
ら
の
政
策
を
訴
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
街
頭
に
立
っ
て
演

説
す
る
の
も
、
政
治
家
が
す
る
べ
き
行
動
の
一
つ
で

あ
る
。
二
ノ
湯
君
は
朝
、
夕
街
頭
に
出
て
マ
イ
ク
を

握
っ
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。
寒
い
中
で
の

街
頭
の
辻
説
法
は
、
つ
ら
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

も
政
治
家
を
志
す
人
の
通
る
べ
き
道
で
あ
る
。

日
本
三
代
の
荒
行
の
一
つ
大
峰
山
修
行
。
世
の

中
の
平
和
と
人
々
の
幸
せ
を
願
う
奥お

く

駈が
け

修
行
は

吉
野
を
出
発
し
、
熊
野
那
智
大
社
ま
で
6
泊
7
日

の
日
程
で
約
200
㎞
以
上
を
歩
き
、
途
中
大
峰
山
、

玉
置
神
社
、
熊
野
本
宮
大
社
と
言
っ
た
聖
地
を
通

る
コ
ー
ス
。
道
な
き
道
、
つ
ま
り
け
も
の
道
の
よ

う
な
道
を
歩
く
。
電
気
、
水
道
、
風
呂
も
な
い
雨

露
を
し
の
ぐ
だ
け
の
山
小
屋
に
泊
ま
っ
て
、
毎
日

た
だ
ひ
た
す
ら
歩
き
続
け
る
だ
け
の
修
行
。
大
学

時
代
、
二
ノ
湯
し
ん
じ
君
は
兄
と
と
も
に
二
年
間

連
続
し
て
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

京
都
・
大
阪
・
奈
良
の
3
府
県
に

ま
た
が
る
広
大
な
京
阪
奈
丘
陵
に
お

け
る
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
は
東

の
筑
波
学
術
研
究
都
市
が
官
主
導
に

対
し
、
民
間
の
活
力
を
生
か
し
た
研

究
都
市
作
り
で
あ
る
。
当
初
、
計
画

は
順
調
に
進
ん
で
い
た
が
、
バ
ブ
ル

の
崩
壊
、
東
京
へ
の
経
済
集
中
で
厳

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

6泊7日の奥駈修業を終えて

政策を訴えるニノ湯しんじ君雪でできた大聖堂を背景に（城ヶ丘ピュアランド）

二
ノ
湯
し
ん
じ
君
の
一
面

強
い
精
神
力
と
強
靭
な
体
力

が
ん
ば
る
、
二
ノ
湯
し
ん
じ
君

朝
、
夕
街
頭
に
立
ち
訴
え
る

活
性
化
の
た

め
に
必
死
に

努
力
し
て
い

る
。
黙
っ
て

い
て
も
た
く

さ
ん
の
観
光

客
が
訪
れ
る

観
光
都
市
・

京
都
の
人
間

に
は
と
て
も

考
え
ら
れ
な

い
。

関西文化学研都市建設促進議員連盟総会

二ノ湯さとし
国政報告会のご案内

多数ご参加いただきますよう
お願い申し上げます。

と　き　3月22日㈭　
　　　　午後8時

（右京区京北比賀江町）
ところ　比賀江公民館
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・日　　時：3月25日㈰　（小雨決行）
・出発時刻：午前8時30分（時間厳守）
・集合場所：南座前
　　　　　　　（注）伏見稲荷大社本殿大鳥居前9時出発

・コース：伏見稲荷大社大鳥居前→本殿→奥ノ院→疏水沿い
（一部桜並木）→新十条通り換気所→トンネル内中央ゲー
ト→疏水沿い→伏見稲荷駅解散

⃝ �今回は、伏見稲荷に参拝の後、新十条通りを山科、東山、伏見を貫
いたトンネル内の特別見学です。開通後に歩くことは出来ません。
一般では行くことの出来ないこの機会に是非ご参加下さい。観光都
市・京都の道路がどのように変化していくのか、ゆっくり、現地で
の概要説明を聞きながら体験して下さい。

● 代表世話人　北村好司郎　☎075-313-8758
　　　　　　　　　　（当日）090-1956-7460

第169回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

第168回
みんなで歩こう湯歩会（参加者130名）

京都競馬場にて

南出会長より要望書を受け取る二ノ湯議員

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に

ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

二
ノ
湯
議
員
、

税
務
相
談
会
場
視
察

一
、
冬
が
な
い
ま
ま
に
春
が
や
っ
て
き
た
。
国
会

周
辺
も
春
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
憲
政
記
念
館

の
庭
園
に
あ
る
彼
岸
桜
が
3
月
の
初
め
に
す
で
に

満
開
に
な
っ
て
い
た
。

一
、
私
の
友
人
で
あ
る
比
叡
山
麓
三
宝
莚
住
職
栢

木
寛
照
氏
が
、
毎
年
�
月
、
雪
を
見
せ
て
あ
げ
た

い
と
サ
イ
パ
ン
の
青
少
年
を
日
本
に
招
待
し
て
い

る
。
し
か
し
、
今
年
の
よ
う
に
雪
が
降
ら
な
い
と
、

せ
っ
か
く
の
尊
い
計
画
も
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
。

一
、野
球
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
っ
た
。
イ
チ
ロ
ー
、

松
井
に
続
い
て
、
今
年
は
松
坂
が
話
題
の
中
心
に

な
る
。
日
本
の
プ
ロ
野
球
も
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
ス

ピ
ー
ド
の
あ
る
プ
レ
ー
を
し
な
い
と
大
リ
ー
グ
に

人
気
を
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
う
。

一
、
希
望
枠
で
優
先
的
に
獲
得
し
よ
う
と
社
会
人

と
大
学
の
選
手
に
裏
金
を
渡
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
は
ル
ー
ル
が
大
事
。

グ
ラ
ン
ド
だ
け
で
な
く
、
選
手
獲
得
の
規
則
も
厳

守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
正
さ
が
維
持
で
き

な
け
れ
ば
フ
ア
ン
は
益
々
遠
ざ
か
る
。

一
、一
昨
年
��
月
、
宇
治
市
の
学
習
塾
「
京
進
宇

治
神
明
校
」
で
小
学
校
6
年
生
、
堀
本
沙
也
乃
さ

ん
が
塾
講
師
に
殺
害
さ
れ
た
事
件
は
記
憶
に
新
し

い
。
先
日
京
都
地
裁
で
懲
役
�8
年
の
刑
が
言
い
渡

さ
れ
た
。
人
の
命
が
余
り
に
も
軽
い
と
父
親
が
悔

し
い
気
持
ち
を
述
べ
て
い
た
が
、
私
も
全
く
同
感

で
あ
る
。

一
、
拉
致
問
題
の
解
決
な
く
し
て
国
交
正
常
化
な

し
、
と
日
本
が
強
い
姿
勢
で
望
む
日
朝
国
交
正
常

化
交
渉
が
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
で
始
ま
っ
た
。
ま

平
成
�9
年
の
所
得
税
確
定
申
告
が
�
月
�6
日
か

ら
始
ま
っ
た
。
納
税
は
国
民
の
重
要
な
義
務
で
あ

る
が
、
税
務
申
告
は
な
か
な
か
厄
介
な
作
業
で
あ

る
。
京
都
府
税
理
士
会
で
は
、
毎
年
、
会
員
有
志

が
府
下
各
地
で
無
料
の
税
務
相
談
会
場
を
開
き
、

府
・
市
民
の
税
務
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
三
年
前

の
選
挙
で
、
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
近
畿
税
理
士

政
治
連
盟
の
推
薦
候
補
と
し
て
支
援
を
頂
い
た
。

当
選
後
も
地
元
で
「
税
理
士
に
よ
る
二
ノ
湯
智
後

援
会（
南
出
力
利
会
長
）」
を
結
成
し
て
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
、
力
強
い
支
持
・
支
援
を
も
ら
っ

て
い
る
。
東
京
で
は
税
理
士
制
度
改
革
推
進
議
員

連
盟
に
加
入
し
、
国
民
の
た
め
の
税
理
士
制
度
の

実
現
に
努
力
し
て
い
る
。
そ
ん
な
関
係
も
あ
り
、

毎
年
、
視
察
、
激
励
訪
問
を
欠
か
さ
ず
続
け
て
い

る
。
今
年
も
�
月
�6
日
、
前
田
副
会
長
・
今
西
幹

事
長
ら
と
共
に
、
西
京
区
役
所
洛
西
支
所
、
京
都

市
北
文
化
会
館
の
二
ヶ
所
の
相
談
会
場
を
訪
ね
、

納
税
者
の
税
務
相
談
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る

税
理
士
の
方
々
を
激
励
し
た
。

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

た
し
て
も
北
朝
鮮
に
振
り
回
さ
れ
、
協
議
は
物
別

れ
に
終
わ
っ
た
。
日
本
の
我
慢
も
限
界
で
あ
る
。

一
、
出
る
、
出
な
い
と
人
騒
が
せ
な
浅
野
前
宮
城

県
知
事
。
じ
ら
し
た
挙あ

げ
く句

や
っ
と
出
馬
を
表
明
し

た
。
首
都
東
京
の
知
事
選
挙
。
統
一
地
方
選
挙
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

て
も
ら
い
た
い
。

一
、
焼
き
芋
は
私
の
好
物
の
一
つ
。
鹿
児
島
県
出

身
の
参
議
院
議
員
か
ら
種
子
島
の
芋
を
も
ら
っ

た
。
当
地
で
と
れ
る
芋
を
焼
い
て
、
そ
れ
を
冷
凍

パ
ッ
ク
し
て
あ
る
。
レ
ン
ジ
で
温
め
て
食
べ
る
と

最
高
に
美
味
し
い
。


